
１９５４年（昭和２９年）７月１日
改 正 警 察 法 施 行
福 岡 県 警 察 発 足

昭和２９年７月１日改正警察法が施行され、国家地方警察及び自治体警察が一体となり、新しい福
岡県警察が発足した。
当時の警察本部には、警務部、刑事部、防犯部及び警備部が設置された。

警務部・・・秘書課、会計課、警務課、厚生課、教養課、監察官室（部に附置）
刑事部・・・捜査第一課、捜査第二課、鑑識課
防犯部・・・警ら防犯課、少年課、保安課、交通課、機動警ら隊（部に附置）
警備部・・・警備第一課、警備第二課、警備第三課
警察学校・・第一警察学校、第二警察学校

▲新しい階級章等



１９５５～１９７４
（昭和３０年～４９年）

〇 １９６５年（昭和４０年）
6.1 第１回婦人補導員採用

〇 １９６６年（昭和４１年）
3.28 「福岡県警察学校校歌」制定
4.1 福岡県通信部発足
7.8 全国警察けん銃射撃大会個人の部で、

教養課 男子個人 優勝
〇 １９６９年（昭和４４年）

4.5 九州管区機動隊発足
〇 １９７０年（昭和４５年）

12.10  福岡県警察電子計算機導入計画策定
〇 １９７１年（昭和４６年）

1.11 交通巡視員（第１期生）採用
〇 １９７２年（昭和４７年）

4.1 福岡市警察部を新設
〇 １９７３年（昭和４８年）

4.2 一指指紋の照合に電子計算組織導入
6.24 柔道世界選手権大会無差別級で、

教養課 二宮和弘選手 優勝
〇 １９７４年（昭和４９年）

4.1 警ら部を新設

〇 １９５５年（昭和３０年）
1.6 新警察制度発足後初の警察始め式実施
3.15「防犯ふくおか」第１号発刊
7.1 「福岡県警察歌」制定

〇 １９５７年（昭和３２年）
6.1 自転車等の防犯登録制度実施

〇 １９５８年（昭和３３年）
10.1ダイヤル自動式による１１０番通報受理開始
（福岡、北九州両市）

〇 １９６０年（昭和３５年）
3.27   三池争議に伴う警戒警備
9.6 ローマオリンピック大会フリーピストルで、

教養課 吉川貴久選手 銅メダル
〇 １９６２年（昭和３７年）

4.1 交通部を新設
〇 １９６３年（昭和３８年）

4.1        総務部を新設
北九州市警察部を新設

6.30 福岡市、筑紫郡、三井郡等における集中豪雨
に伴う災害救助警備

〇 １９６４年（昭和３９年）
10.18   東京オリンピック大会フリーピストルで、

教養課 吉川貴久選手 銅メダル



１９７５～１９９４
（昭和５０年～平成６年）

〇 １９７６年（昭和５１年）
7.29 モントリオールオリンピック柔道で、

教養課 二宮和弘選手（軽重量級）
園田勇選手（中量級）

が共に金メダル
〇 １９８０年（昭和５５年）

11.22 全日本ピストル選手権大会フリーピストルで、
教養課 平井親文選手 優勝

12.15 自動車警ら隊Ｖ・Ｈ作戦を開始
〇 １９８１年（昭和５６年）

6.24 婦人警察官を３３年ぶりに採用
11.16 福岡県警察本部庁舎開庁
12.10 １１０番回線の全県広域集中運用の開始

〇 １９８３年（昭和５８年）
1.4 運転免許業務における本県独自の電算システム
運用開始

〇 １９８４年（昭和５９年）
6.26 福岡県警察旗制定

〇 １９８６年（昭和６１年）
4.15 デジタル無線運用開始

〇 １９８７年（昭和６２年）
8.22 カラーガード隊の発足
9.1 福岡県警察総合災害警備訓練実施

（全国に例のない夜間訓練）

〇 １９８８年（昭和６３年）
10.21第８回国際身障者スポーツ大会陸上スラロー
ム競技で、
総務課 今泉千春選手 銅メダル

〇 １９８９年（昭和６４年、平成元年）
4.1 「少年相談専門員制度」発足

〇 １９９０年（平成２年）
1.10 警察相談専用電話「#９１１０」(全国統一番号)
運用開始

〇 １９９１年（平成３年）
5.1 福岡県警察暴力団総合対策新体制発足

〇 １９９２年（平成４年）
4.22 女性白バイ隊「ハーティ・ホワイツ」発足
10.25 北九州市の路面電車廃止等に伴う総合的な
交通対策推進

12.1 県下２８派出所に相談員配置
（派出所相談員制度導入）

〇 １９９３年（平成５年）
7.30 全国警察剣道選手権大会で、

教養課 女子個人 優勝
〇 １９９４年（平成６年）

4.1 警察官の服制が２６年ぶりに改正
11.1  防犯部を生活安全部に改称

「派出所」を「交番」に改称



〇 １９９５年（平成７年）
1.17 阪神・淡路大震災に伴う災害警備派遣
8.10 「福岡県警察広域緊急援助隊」発足

〇 １９９６年（平成８年）
3.- 九州初の応用射撃訓練装置（映像射撃訓練装置等）設置
6.13     福岡空港ガルーダ・インドネシア航空機炎上事故に伴う
救出救助、交通規制等実施

6.28 全国警察拳銃射撃競技大会で、女子団体戦 初優勝
〇 １９９８年（平成１０年）

10.1      「福岡県警察ホームページ」開設
〇 ２０００年（平成１２年）

1.25 「警察職員の信条」から「職務倫理の基本」に変更
3.9           警察刷新会議の発足
7.13       警察刷新に関する緊急提言（警察刷新の日）
8.25 「福岡県警察改革推進委員会」設置
9.18 オリンピックシドニー大会柔道女子５７ｋｇ級で、

教養課 日下部基栄選手 銅メダル

〇 ２００１年（平成１３年）
6.1 全国一斉に「警察署協議会」設置

〇 ２００２年（平成１４年）
4.1 「婦人警察官」の表記及び呼称を「女性警察官」に変更
8.3 全国初「少年柔剣道合宿研修」実施

〇 ２００４年（平成１６年）
4.5 新「通信指令システム」運用開始

警察本部庁舎別館開庁
7.1 福岡県警察シンボル・マスコット「ふっけい君」誕生

▲福岡県警察シンボル・マスコット「ふっけい君」

１９９５～２００４
（平成７年～平成１６年）



〇 ２００５年（平成１７年）
3.5 全日本ライフル射撃競技選手権大会女子
エアピストル競技で、
教養課 與子田由紀選手 優勝

3.20 福岡県西方沖地震に伴う災害警備
10.8 第３７回全国白バイ安全運転競技大会
第１部 団体総合優勝

〇 ２００６年（平成１８年）
4.27 音楽隊が「第１回ふれあいミニコンサー
ト２００６」を、福岡市中央区で開催
（後の安全・安心コンサート）

〇 ２００７年（平成１９年）
3.9 広域通信系警察移動通信システム（ＡＰ
Ｒ）運用開始

10.1 「若手警察官早期育成システム」導入
〇 ２００８年（平成２０年）

11.1 交替制勤務員「２４時間当務勤務」に移行

２００５～２０１４
（平成１７年～平成２６年）

〇 ２００９年（平成２１年）
4.1 基本勤務時間「午前９時から午後５時４５分ま
で」導入

10.19    「福岡県暴力団排除条例」制定
〇 ２０１０年（平成２２年）

1.1 暴力団対策部新設
〇 ２０１１年（平成２３年）

5.16 地域警察デジタル無線システムの配備、運用開始
〇 ２０１２年（平成２４年）

9.7 全国警察柔道選手権大会１００ｋｇ級で、
第一機動隊 男子個人 優勝

10.1 警務部監察官室に「部内外通報窓口」設置
〇 ２０１４年（平成２６年）

9.11 工藤會関連事件特別捜査本部を設置し、本部長が
記者会見（工藤會総裁らを逮捕）



〇 ２０１５年（平成２７年）
6.15 「ニセ電話気づかせ隊推進委員会」発足

〇 ２０１６年（平成２８年）
6.1 「術科単位履修制度」運用開始
11.8 博多駅前通り道路陥没事故に伴う警備・交通諸
対策を推進

〇 ２０１７年（平成２９年）
1.25   防犯アプリ「みまもっち」運用開始
7.5      平成２９年７月九州北部豪雨に伴う災害警備

〇 ２０１８年（平成３０年）
11.15「可搬式速度違反自動取締装置」運用開始

〇 ２０１９年（平成３１年、令和元年）
4.1 「一般職員」を「警察行政職員」に改称
11.3 全日本剣道選手権大会で、

第一機動隊 國友錬太朗選手 優勝

〇 ２０２０年（令和２年）
3.26   航空隊奈多ヘリポートにおける業務開始
4.1     「ピアサポート制度」運用開始

〇 ２０２１年（令和３年）
6.1 県警ホームページにAIチャットボットを
導入

3.- 高度警察情報通信基盤システム（ＰⅢ）
の本格運用の開始

10.9   全国白バイ安全運転競技大会 団体総合優勝
〇 ２０２２年（令和４年）

4.- 全国初「現場画像ＶＲ化システム」運用開始
〇 ２０２３年（令和５年）

5.15カスタマーハラスメント対策の運用開始
〇 ２０２４年（令和６年）

4.7 全日本選抜体重別柔道選手権女子６３ｋｇ級で、
教養課 青野南美選手 優勝

7.1     福岡県警察発足７０周年

◀紫法被を着たふっけい君

２０１５～２０２４
（平成２７年～令和６年）



福岡県警察発足７０周年記念ロゴマーク決定

作成者の作品に込めた思い
７０周年の節目に前に踏み出すイメージが出せればと、

ふっけい君が数字から出てくるデザインとし、警察の持つ
「清廉さ」「堅実さ」といった印象からシンプルなデザイン
を心掛け、ゴシック調のフォントを使用しました。


